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成層圏突然昇温時における中間圏での大循環変動
Circulation changes in the mesosphere during stratospheric sudden warming events
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近年の衛星観測に基づき、2009年 1月に生じた成層圏突然昇温に伴う西風から東風への変動が、上部成層圏よりも中
間圏で先行して生じていることが報告されている (Manney et al. 2009)。このような現象は成層圏－中間圏の力学的結合
の存在を示唆するものであるが、その完全な理解のためには、中間圏界面域にまで及ぶ大気領域全体に対する、突然昇
温時の詳細な力学的解析の蓄積が必要である。そこで本研究では、2004年以降の成層圏突然昇温の事例に対して、Aura
MLSによる衛星観測データに基づき、気温場、風系場の力学的解析を行った。その結果、上記のような先行する中間圏
での東風は、常に観測されるわけではないことが明らかとなった。先行する東風の出現には、中間圏内部で生成される
か、もしくは屈折することにより中間圏に到達し、そこでの東風加速を引き起こす大規模波動の存在が必要であり、突
然昇温の直前に生じる中間圏での平均風系変動の結果、それらの大規模波動の活動度が高まるものと考えられる。
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